
平成29年大学スポーツの振興に関するアンケート 調査結果概要

・対 象 ：学生競技連盟（日本体育協会又はJOC加盟の競技団体を通じて照会）
・期 間 ：平成29年２月3日～4月20日
・回答数：101競技団体、有効回答数は100（1団体は学生競技団体が存在しないとの回答有り）

全日本学連盟についてはＮ=38, 地区学連についてはＮ=62
％は小数点以下四捨五入

【学生競技連盟】

18
20

はい いいえ

8

54

はい いいえ

全日本学連 地区学連

問 専属のスタッフはいますか。

４７％

１３％



10

28

はい いいえ

1

61

はい いいえ

問 法人化していますか

全日本学連 地区学連

２６％

２％
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0
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0 2 4 6 8 10 12 14 16

①100人未満

②100人以上500人未満

③500人以上1,000人未満

④1,000人以上5,000人未満

⑤5,000人以上10,000人未満

⑥10,000人以上100,000人未満

⑦100,000人以上

⑧その他

8

24

14

14
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0

0

0

0 5 10 15 20 25 30

①100人未満

②100人以上500人未満

③500人以上1,000人未満

④1,000人以上5,000人未満

⑤5,000人以上10,000人未満

⑥10,000人以上100,000人未満

⑦100,000人以上

⑧その他

問 加盟学生数は以下のどれにあたりますか。

全日本学連 地区学連



33
5

はい いいえ

2315

はい いいえ

57
5

はい いいえ

28
34

はい いいえ

問 加盟大学の学生を個人名を含めて把握していますか。

問 ☆「はい」の場合 それはデータベース化されていますか。

全日本学連

全日本学連 地区学連

地区学連

８７％

６１％

９２％

４５％
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0 5 10 15 20 25 30

⑥活動費（強化費、遠征費等）の確保

①指導者不足

②部員不足

③学業との両立

④学事日程と大会日程の調整

⑩危機管理対応

⑨学生アスリートの就職

⑧収益を得るノウハウの不足

⑤スポーツ施設の維持管理・運営

⑦部活動の会計ルール、大学への報告制

度の不足

⑪学内意識の醸成の不足

⑫部活動に直接関与していない

⑬その他
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41
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②部員不足

①指導者不足

⑥活動費（強化費、遠征費等）の確保

④学事日程と大会日程の調整

③学業との両立

⑩危機管理対応

⑧収益を得るノウハウの不足

⑤スポーツ施設の維持管理・運営

⑪学内意識の醸成の不足

⑨学生アスリートの就職

⑦部活動の会計ルール、大学への報告制

度の不足

⑬その他

⑫部活動に直接関与していない

問 大学スポーツが抱える課題はありますか。（複数回答可）

全日本学連



21
17

はい いいえ

21

41

はい いいえ

問 競技会を開催する際、医療機関、警察、消防等との連絡体制等の危機管理の仕
組みはありますか。【複数回答可】

全日本学連 地区学連

５５％

３４％



問 大学横断的かつ競技横断的統括組織が創設される場合、どのような役割を期待
しますか。【複数回答可】
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①競技力向上のためのスポーツへの活動支援

㉒競技会会場の調整

⑥ライフスキルプログラムの提供

㉑大学スポーツのスケジュール管理

⑰保険制度に関する大学スポーツ全体の最低要件の担保や充実

④学修支援の充実

⑨競技会の主催、共催

⑳医科学サポート

⑤キャリア形成支援の充実

⑭プロモーション

㉓各種規程への違反や不祥事に対するペナルティールールの統一・整備

⑲各団体のバックオフィス機能

⑩表彰制度の創設

⑱事務システムの統一

⑦プロスポーツとの調整

⑧ブランディング

⑬会計ルールの整備

⑪ボランティア活動の総括又は連携

⑫地域貢献活動の統括又は連携

③統一的な成績要件の設定

⑮会計制度等の相談窓口

㉔その他

⑯放映権等の管理と利益配分

②練習時間に係る統一的なルール設定
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0 20 40

①競技力向上のためのスポーツへの活動支援

⑥ライフスキルプログラムの提供

㉒競技会会場の調整

⑳医科学サポート

⑤キャリア形成支援の充実

⑰保険制度に関する大学スポーツ全体の最低要件の担保や充実

⑨競技会の主催、共催

⑩表彰制度の創設

⑬会計ルールの整備

⑭プロモーション

㉑大学スポーツのスケジュール管理

㉓各種規程への違反や不祥事に対するペナルティールールの統一・整備

④学修支援の充実

⑧ブランディング

⑲各団体のバックオフィス機能

⑪ボランティア活動の総括又は連携

⑫地域貢献活動の統括又は連携

⑱事務システムの統一

⑯放映権等の管理と利益配分

③統一的な成績要件の設定

⑮会計制度等の相談窓口

⑦プロスポーツとの調整

②練習時間に係る統一的なルール設定

㉔その他

全日本学連 地区学連



問 大学事務局との連携が必要な事柄は何ですか。【複数回答可】
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0 20 40 60

①競技力向上のためのスポーツへの活動支援

㉑大学スポーツのスケジュール管理

⑤キャリア形成支援の充実

④学修支援の充実

⑥ライフスキルプログラムの提供

⑰保険制度に関する大学スポーツ全体の最低要件の担保や充実

㉓各種規程への違反や不祥事に対するペナルティールールの統一・整備

㉒競技会会場の調整

⑨競技会の主催、共催

⑳医科学サポート

②練習時間に係る統一的なルール設定

③統一的な成績要件の設定

⑬会計ルールの整備

⑪ボランティア活動の総括又は連携

⑫地域貢献活動の統括又は連携

⑱事務システムの統一

⑩表彰制度の創設

⑭プロモーション

⑲各団体のバックオフィス機能

⑧ブランディング

⑯放映権等の管理と利益配分

㉔その他

⑮会計制度等の相談窓口

⑦プロスポーツとの調整
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0 10 20 30

①競技力向上のためのスポーツへの活動支援

⑤キャリア形成支援の充実

⑥ライフスキルプログラムの提供

⑰保険制度に関する大学スポーツ全体の最低要件の担保や充実

㉑大学スポーツのスケジュール管理

④学修支援の充実

⑳医科学サポート

㉒競技会会場の調整

㉓各種規程への違反や不祥事に対するペナルティールールの統一・整備

⑨競技会の主催、共催

⑫地域貢献活動の統括又は連携

⑪ボランティア活動の総括又は連携

⑱事務システムの統一

⑩表彰制度の創設

②練習時間に係る統一的なルール設定

③統一的な成績要件の設定

⑬会計ルールの整備

⑧ブランディング

⑲各団体のバックオフィス機能

⑮会計制度等の相談窓口

⑦プロスポーツとの調整

⑭プロモーション

⑯放映権等の管理と利益配分

㉔その他

全日本学連 地区学連



22

2

3

11

はい いいえ どちらともいえない 未回答

36
10

3

13

はい いいえ どちらともいえない 未回答

問 大学横断的かつ競技横断的統括組織が創設される場合、加盟したいと思いますか。

全日本学連 地区学連

５８％ ５８％


